
修士論文（要旨） 

2014 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネス場面における日本語使用の問題点 

―大学で日本語を専攻した中国語母語話者への調査を通して― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導  齋藤伸子  教授 

 

言語教育研究科 

日本語教育専攻 

212J3020 

李英善 

 

 



 

目次 

 

第 1 章 序章 ................................................................. 1 

1.1 研究の背景 ............................................................ 1 

1.2 先行研究 .............................................................. 2 

1.3 研究目的 .............................................................. 7 

第 2 章 調査概要 ............................................................. 8 

2.1 調査協力者 ............................................................ 8 

2.2 調査方法 ............................................................. 11 

2.3 本研究における分析枠組み ............................................. 12 

第 3 章 調査 1―アンケート調査 ............................................... 14 

3.1 調査結果及び分析 ..................................................... 14 

3.2 アンケート調査のまとめと考察 ......................................... 19 

第 4 章 調査 2―インタビュー調査 ............................................. 21 

4.1 CF11 の場合 ........................................................... 21 

4.2 CF20 の場合 ........................................................... 28 

4.3 CF21 の場合 ........................................................... 34 

4.4 CM5 の場合 ............................................................ 39 

第 5 章 考察 ................................................................ 47 

5.1 ビジネス場面で発生した日本語使用の問題点 ............................. 47 

5.2 ビジネス場面で求められるコミュニケーション能力 ....................... 48 

5.3 中国の大学におけるビジネス日本語教育への提言 ......................... 50 

第 6 章 本調査のまとめ及び今後の課題 ........................................ 52 

謝辞 

 

注釈 

参考文献 

巻末資料



 

要旨 
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第 1 章 序章 

 近年、日系企業の数多い中国進出により、ビジネス場面において日本語を流暢に使える

人材への需要が増える傾向がある。堀井（2008）は中国の日系企業の日本人スタッフと中

国人スタッフへのインタビュー調査を行った結果、中国語母語話者は言語的には十分対応

できるが、実際のビジネス場面のコミュニケーション能力は足りないことが報告している。

このような中、中国の大学生から、コミュニケーションに役立つ日本語やインターアクシ

ョンを重視した日本語教育、社会実践的な日本語教育を望む声がよく聞かれる。つまり、

今日の中国の日本語教育は時代の変化にともなって変わるが必要があり、大学のカリキュ

ラムにもそれが求められていると言えよう。 本研究は、中国の大学で日本語を学んだ中国

人が日系企業で働く際に生じる言語上の問題はなにか、これをどう解決するか、中国の大

学での日本語教育との関係は何かという点について追及するものである。 

 

第2章 調査概要 

 本調査の協力者は日系企業や外資系日本部で働く中国人母語話者である。アンケート調

査の協力者は計 33 名で、インタビュー調査の協力者はアンケート調査の協力者から条件を

付き、4 名を選出した。アンケート調査の枠組みは堀井（2008）をアレンジし、ビジネス

場面における中国人母語話者の日本語使用の実態を考察した。インタビュー調査は調査内

容を職場で直面する日本語の問題、大学で学んだ日本語と大学で教えてほしい日本語三つ

に分けて考察している。 

 

第3章 調査 1―アンケート調査 

 質問紙は協力者の基本情報、選択肢方式 6 問、自由記述 3 問となっている。質問紙調査

は 2012 年 11 月～2013 年 5 月の二に渡って行い、計 33 枚の有効回答を得た。調査結果は

大学の日本語の教育の位置づけや日本人とのコミュニケーションなど五つの視点に基づい

て分析した。調査を通し、中国語母語話者は職場でコミュニケーションをとる時、日本語

が理由で仕事に支障をきたしてしまったりすることがわかった。 

 

第4章 調査 2―インタビュー調査 

インタビューの協力者はアンケート調査の協力者から 4 人を選び、調査を行った。職種

などによって状況が違うため、質問内容も若干違う部分があるが、主として日本人とのコ

ミュニケーション状況や職場で直面している言語的な問題、文化的な問題、その解決方法

や学校教育についての自己評価、要望などの質問で行った。そして、得られたデータを協

力者ごとに、職場で直面する日本語の問題及びその解決方法、職場で使用された日本語と

大学で学んだに日本語、大学で教えてほしい日本語の大きく三つに分けて分析してみた。 
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この調査を通して協力者の職場における日本語使用の問題とその解決方法、また、その

解決過程でどのような学習が行われているか、それが大学教育との関係があるかどうかを

調べることを目的とした。  

 

第5章 考察 

 職場で働く際には言語能力だけでは足りない。言語能力、つまり日本語能力は外国人ビ

ジネス関係者にとっては一つの仕事能力として評価されるのも事実であろうが、決して日

本語能力は仕事能力ではない。野元（2007）、島田・澁川（1998a）も述べているように、

特に、多文化・多言語職場で必要されているのは総合的なインターアクション能力である。

そこには、言語能力、社会言語・文化能力、仕事遂行能力などが含まれている。したがっ

て、大学のビジネス日本語教育もこれからどのようにして総合的なインターアクション能

力を持つ人材を育成するか検討し、目的と内容を明確にすべきだと考える。 

 

第6章 本研究のまとめ及び今後の課題 

日系企業で働く中国語母語話者は大学で日本語を学んだ人が多く、大学での日本語の習得

はその後のビジネス場面での日本語能力と関係がある。しかし、職場における日本語の内

容と大学における日本語内容との間には「ずれ」が存在していた。本調査では、ビジネス

場面での協力者だけを対象にしているが、今後は会社側の関係者についても調査を行いた

いと考える。会社側の関係者の協力者たちのデータと比較しながら、ビジネス場面で求め

られている日本語のニーズを抽出することで、より正確な結果が得られるのではないだろ

うか。より役に立つビジネス日本語教育のためには、これからも盛んな研究が必要であろ

う。 
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